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multiplex-PCR を用いた 13 のウイルス同定・定量の研究対象を対象者とし、移植後
約 5 年を経て、2016 年 3 月に各施設に研究対象の予後・合併症について質問紙を送
付し生命予後、長期副作用等を統計学的に考察することで、移植後早期に検出された
HHV-6と長期予後、合併症との関係を明らかにする。                                       
                                                                                
 研究方法   
  2010年 11月～2012年 10月に当科で行った、北海道内の造血幹細胞移植施設での造
血幹細胞移植患者を対象の移植前～移植後 6週までのmultiplex-PCRを用いた 13のウ
イルス同定・定量の研究対象を対象者とした。移植後約 5 年を経て、2016 年 3 月に各
施設に研究対象の予後・合併症について質問紙を送付し回答を得て、統計学的に検討を
行った。                                                                                                                  
 
研究成績及び考察 
 対象者 105例のうち、長期経過観察が可能であったHHV-6単独陽性群 48例、非ウイル
ス検出群 24例について生命予後、長期的副作用について比較検討を行った。                                       
 HHV-6単独陽性群では、再活性化時の再大検出ウイルスコピー数の中央値は、 
 11800 コピー（幅：52-310000000）であった。血球貪食症候群が、HHV-6 単独陽性群




















る。                                  
 
結論 
 造血幹細胞移植後の HHV-6 再活性化は急性移植片対宿主病の発症のリスクとなるが、
慢性移植片対宿主病発症とは関与しておらず、生着日数や生命予後への影響を認めなか
った。しかし血球貪食症候群の発症は生命予後に影響すると考えられる。                                       
                                          
（注）１ 学位論文の内容の要旨は、研究目的・研究方法・研究成績・考察・結論等とし、 
    簡潔に要約すること。 
   ２ 報告番号は記入しないこと。 




平成 30 年 3 月 22 日提出                （平成 30年 4月 18日授与） 
報告番号 乙第 3036号 氏  名 家里 琴絵 
 
論文審査 
担 当 者 
主査   教授 横田 伸一 副査 教授 堤 裕幸 
副査 教授 高橋 聡 委員 准教授 小船 雅義 
 
論文題名 
Long-term prognosis of patients with HHV-6 reactivation 






植後の HHV-6 再活性化は急性 GVHD の発症リスクとなるが、慢性 GVHD とは関与し
ておらず、生着日数や生命予後への影響を認めなかった。しかし HPSの発症は生命予後
に影響すると考えられる。造血幹細胞移植後早期のHHV-6ウイルスの再活性化が、長期
的に及ぼす影響を述べたものであり、本研究は、医学博士授与に値する業績と審査委員
全員より評価を得た。 
 
 
 
 
 
 
 
